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60.0 9.4

35.8 20.4
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7.6 69.9

12.3 37.1
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

平成24年度

平成28年度

平成24年度

平成28年度

平成24年度

平成24年度

平成28年度

平成28年度

平成24年度

平成28年度

平成24年度

平成28年度

平成28年度

平成24年度

良くなっている 少し良くなっている 変わらない

少し悪くなっている 悪くなっている 無回答

平成24年度

平成24年度

平成28年度

平成28年度

ごみの分別や

リサイクルに関する

状況

ポイ捨てなどの

ごみの散乱

落書きがないなど、

まちの快適さ

まち並みなどの

景観

川や湖、

海のきれいさ

気候・気象の状況

鳥や昆虫、魚、

草木などの動植物

の豊富さ

空気のきれいさ

まわりの音や

静けさ

森林や公園

などの緑

 調査の概要                                   

■ 調査目的 ： 新岡山県環境基本計画エコビジョン 2020（以降、エコビジョンと略す）の見直しにあたり、県民の

環境保全意識の変化や県民ニーズを調査し、同計画に掲げる主要施策・重点プログラムの見直しの

ための基礎資料とする。 

■ 調査地域 ： 岡山県全域 

■ 調査対象 ： 県民調査 20 歳以上の県内在住者 

          事業所調査 従業員数 30 人以上の県内の事業所 

■ 標本数  ： 県民調査  2,500 人       

             事業所調査  500 社 

■ 調査方法 ： 郵送配布－郵送回収 

■ 調査期間 ： 平成 28 年 5月～6月 

■ 有効回収数： 県民調査    1,335 件  （有効回収率 53.4％） 

事業所調査    223 件  （有効回収率 44.6％） 

 

 

＜現在の環境に対する実感＞                                  

「ごみの分別、リサイクル」は約６割が『良くなっている』、「気候・気象の状況」は約 7 割が『悪くなっている』と実感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 県 民 調 査 ■  

平成 28 年度(n=1,335) 

平成 24 年度(n=1,342) 
『悪くなっている』 『良くなっている』 



- 3 - 

 

行

っ

て

い

る

行

わ

な

い

97.5 0.4

96.3 0.9
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平成24年度
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平成24年度

平成28年度
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平成28年度

平成24年度

平成28年度

平成24年度

平成28年度

平成24年度

平成28年度

平成24年度

いつも行っている かなり行っている たまに行っている

ほとんど行わない まったく行わない 無回答

ごみは指定された

日に出す

ビン・カン・ペット

ボトルは分別し

リサイクルに回す

ごみは持ち帰り

外出先を汚さない

テレビや照明を

こまめに消す

生ごみは、たい肥

化し自家処理する

省エネ性能の高い

家電を購入する

緑のカーテンを

育てる

環境保全活動に

参加する

公共交通機関や

自転車を利用する

不用品は再使用に

回す

平成28年度

 

＜環境に配慮した行動についての日頃の実行度＞                       

「ごみは指定された日に出す」は 9 割超の人が「いつも行っている」、「生ごみは、たい肥化し自家処理する」は５割台

半ばの人が「全く行わない」       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『行っている』 『行わない』 平成 28 年度(n=1,335) 

平成 24 年度(n=1,342) 
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43.6

31.6

24.2

21.6

18.9

18.3

14.5

62.4

29.9

22.7

33.3

20.6

0 20 40 60 80

地球の温暖化

大陸等からの大気汚染物質（ＰＭ２．５等）の影響

食べ物の大量廃棄

廃棄物の不法投棄

オゾン層の破壊や酸性雨

有害な化学物質（ダイオキシン類など）

による環境の汚染

再生可能エネルギーの導入

過度の伐採による熱帯林の減少や砂漠化の進行

平成28年度(n=1,335)

平成24年度(n=1,342)

（％）

68.9 

67.1 

66.4 

63.1 

62.7 

62.4 

61.6 

58.6 

12.1 

15.1 

13.9 

19.0 

6.9 

9.4 

15.6 

8.1 

0 20 40 60 80

省エネルギーの推進

水環境の保全

廃棄物の適正処理の推進

廃棄物の３Ｒ

(リデュース、リユース、リサイクル)

有害物質対策

大気環境の保全

森づくり、都市の緑化推進

新エネルギーの導入促進

『重要である』

『満足である』

（％）

＜関心のある環境問題（上位８項目）＞                                   

「地球の温暖化」、「大陸等からの大気汚染物質の影響」、「食べ物の大量廃棄」などへの関心が高い     ＜複数回答＞                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜岡山県が行っている環境に関する施策の重要度・満足度（重要度上位８項目）＞                           

重要度では「省エネルギーの推進」が約 7 割と最も高く、満足度では「廃棄物の 3R」が約 2 割と最も高い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=1,335 

※平成 24 年度にはない選択肢 

※平成 24 年度にはない選択肢 

※平成 24 年度にはない選択肢 
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28.7

19.1

12.1

9.3

32.3

38.1 0.4

12.1

15.3

13.5

14.0

0.4

0.9

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度(n=223)

平成24年度(n=236)

環境保全は事業収益にも有効である

事業収益を多少犠牲にしても、長期的な視野により環境保全を優先させる

環境保全は重要ではあるが、事業収益に影響が出ない範囲で取り組む

環境保全は事業収益を悪化させるため、取り組む考えはない

環境保全と事業収益とは関係がない

わからない

その他

無回答

25.6

20.3

0.9

2.1

1.3

0.8

46.6

38.1

20.6

35.6

2.2

1.3

2.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度(n=223)

平成24年度(n=236)

認証を取得している（独自のシステムを構築している）

認証を取得する（独自のシステムを構築する）予定であり、現在準備中である

大いに関心があり、現在、情報を収集している

関心はあるが、現時点では特別な対応はしていない

特に関心はない（認証を取得、独自システムを構築するつもりはない）

過去に認証を取得したが、現在は取得していない

無回答

 

 

＜環境保全と事業収益との関係＞                               

「環境保全は事業収益にも有効である」、「事業収益を多少犠牲にしても、長期的な視野により環境保全を優先させる」

といった回答が増加しており、環境保全に対する意識の向上がみられる                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜環境マネジメントシステムの取組状況＞                                      

「認証を取得している（独自のシステムを構築している）」、「関心はあるが、現時点では特別な対応はしていない」と

の回答が増加、「特に関心はない（認証を取得、独自システムを構築するつもりはない）」との回答が減少している    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 事 業 所 調 査 ■  
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3.1
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0.4
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1.8

3.6

2.2
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7.2

11.2

5.8

2.2

6.7

13.0

22.4

22.9

20.6

32.7

35.9

38.1

48.9

96.0

95.1

92.4

90.1

89.2

87.9

88.8

80.3

78.9

82.5

1.3

0.4

1.8

1.8

4.9

2.7

3.1

3.6

4.0

4.5

3.6

3.6

4.9

3.6

4.9

4.5

2.7

7.6

2.7

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

節電、節水などの省エネ推進

クールビズ、ウォームビズの取組

廃棄物、古紙などのリサイクルの推進

廃棄物の排出抑制

ライトダウンへの参加

省エネ機器・設備の導入

包装、梱包の減量化

騒音、振動、悪臭の低減

グリーン購入の実施や

再生紙・再生品の使用

大気汚染物質、水質汚濁物質の

排出抑制

風力発電の導入

小水力発電の導入

バイオマスエネルギーの導入

ソーラーシステムの導入

バイオディーゼル燃料の導入

事業所間での熱の相互利用

電気自動車充電器の設置

ＥＳＣＯ事業の導入

電気自動車の導入

環境会計の導入

目標を持って実施している 目標はないが方針を持って実施している

目標や方針はないが実施している 今後実施する予定がある

実施する予定はない 無回答

実

施

し

て

い

る

実

施

し

て

い

な

い

93.2 5.3

89.7 9.9

80.7 17.5

71.3 26.9

67.3 27.8

62.4 34.9

58.3 38.5

57.4 39.0

52.5 43.5

44.8 50.7

0.0 96.4

0.4 96.0

0.8 94.2

2.6 93.7

3.5 91.4

3.9 91.5

4.9 92.4

4.9 87.4

7.2 90.1

7.1 88.3

＜具体的な企業活動の実施状況＞                                     

「省エネ推進」、「クールビズ等の取組」は９割前後の事業所が『実施している』、「風力発電の導入」、「小水力発電の導入」

は９割台半ばの事業所が『実施していない』と回答   

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=223 
『実施している』 『実施していない』 
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4.0

5.1

3.6

3.4

3.1

4.2

0.4

4.7

29.1

15.2

3.6

10.3

17.0

8.5

42.6

20.6

24.7

16.1

35.9

16.6

11.7

52.5

66.8

68.6

43.0

73.1

84.7

86.0

87.7

89.0

89.4

87.7

1.3

7.6

1.3

8.5

0.9

7.2

1.3

7.6

0.9

6.4

1.3

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

平成24年度

平成28年度

平成24年度

平成28年度

平成24年度

平成28年度

平成24年度

平成28年度

平成24年度

平成28年度

平成24年度

実際に取り組んでいる（取り組んだことがある）

聞いたことがあり、内容もよく知っている

聞いたことはあるが、内容は知らない

知らない

取り組んでいない

無回答

エコドライブ宣言

電子マニフェスト

アースキーパー

メンバーシップ

おかやまアダプト

岡山県エコ製品

・エコ事業所

循環資源

マッチングシステム

取

り

組

ん

で

い

る

取

り

組

ん

で

い

な

い

15.2 83.4

7.6 84.7

10.3 88.3

5.5 86.0

4.0 95.1

5.1 87.7

3.6 95.1

3.4 89.0

3.1 96.0

4.2 89.4

0.4 98.2

4.7 87.7

＜岡山県が進めている取組の認知度＞                               

「エコドライブ宣言」は４割超の事業所が「聞いたことはあるが内容は知らない」、「循環資源マッチングシステム」は約

10 割の事業所が『取り組んでいない』と回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『取り組んでいない』 『取り組んでいる』 

n=223 
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43.0

36.3

26.5

19.7

18.4

17.9

16.6

13.9

0 20 40 60

省エネ機器・設備導入への支援・補助

環境マネジメントシステムの導入等に

対する支援・補助(公的融資も含む）
各種環境規制を分かりやすく記したガイドブックの

作成や今後の動向に関する情報提供

環境問題に対する意識向上のための教育

環境ビジネスの成功事例の紹介

他の会社や業種の取組及び動向などに関する情報提供

環境分野に関する人材の育成

（％）

事業所調査（n=223）

企業、行政、民間団体、住民などの

パートナーシップのためのネットワークづくり

62.9

46.0

40.7

28.5

25.7

25.4

20.9

19.8

75.8

50.7

25.6

30.0

22.4

20.6

13.0

24.7

0 20 40 60 80

ごみの散乱や不法投棄が少なくなる

川や湖、海の水がきれいになる

温暖化など地球環境問題の心配がなくなる

美しい景観が良好に保たれている

鳥や昆虫、魚、草木などの動植物の生息が保たれている

空気がきれいになる

森林や公園などの緑が増える

落書きがなくなるなど、まちがきれいで快適になる

県民調査(n=1,335)

事業所調査(n=223)

（％）

太陽光発電など再生可能エネルギーの導入促進するための支援制度の充実

ＬＥＤ照明など省エネルギー設備導入への助成や税の軽減措置

69.5

50.0

49.4

46.0

38.4

33.8

32.2

27.3

0 20 40 60 80

児童・生徒等に対する環境教育

社会人に対する環境教育

局地的大雨など極端な気象やその影響等に関する情報提供

環境に優しい製品を示すエコマークなど環境ラベルの普及

電気自動車など低公害車購入への助成や税の軽減措置

成功事例の紹介

（％）

県民調査（n=1,335）

 

＜環境保全推進のために行政に期待すること（上位８項目）＞                               

県民調査では「児童・生徒等に対する環境教育」が約７割、事業所調査では「省エネ機器・設備導入への支援・補助」が

約４割台半ばで最も高い                                     ＜複数回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜2020 年頃の県の環境のあるべき姿（上位８項目）＞                           

県民調査、事業所調査とも「ごみの散乱や不法投棄が少なくなる」が最も高く、事業所調査では７割台半ばと特に重視さ

れている。「温暖化など地球環境問題の心配がなくなる」は県民調査が事業所調査を大きく上回る     ＜複数回答＞                 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山県環境文化部 環境企画課 施策推進班 

〒700-8570 岡山県岡山市北区内山下二丁目 4番 6号 

ＴＥＬ：086-226-7285 ＦＡＸ：086-233-7677 

http://www.pref.okayama.jp/soshiki/238/ 

 

■ 県 民 調 査 と 事 業 所 調 査 の 比 較 ■  


